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特別支援教育に関わる教師の 意識および児童の

実態と ニ ー ズに対する支援 に つ いて

一 特別支援教育に関わ る実態調査から
-

西出 弓枝
1)

･ 布本 肇
2)

三 重県内の 小学校 に お け る特別支援教育の 支援体制構築の 状況に関する教師の 意識､ 特別支援教育 におけ る ニ ー

ズの あ る児童の 実態
､
お よび そ れ に対す る支援の 現状 に つ い て 検討す る こ とを目的と して ､ 三 重県 X 市 の 9 小

学校 の 教師 12 2 名 を対象 と して 質 問紙調査を実施 した｡ そ の 結果､ 特別支援教育推進体制 モ デ ル 事業の モ デ ル 校

群 と非 モ デ ル 校群 で は実際に学校 の 取り組 み に相違 が見 られ た が､ コ ー

デ ィ ネ
ー

タ
ー の 意識 で は相違 は見 ら れ な

か っ た｡ ま た ､ 特別 な ニ ー ズ の あ る子 ど もに対 して､ お お む ね ニ ー ズ に応 じ た支援が行 わ れ て い る こ と
､ 行 わ れ

た支援 に お い て は視覚支援 より､ 聴覚支援 が多 い こ と な ど が見 い だ され ､ 今後困難 に応 じ た支援を行う際 に､ 認

知様式 な ど を把握 し た上で 優位 な能力を活用 した支援 を行 う必要性 に つ い て 考察を加え た｡

キ
ー ワ ー

ド : 特別支援教育､ 教師 の 意識､ 推進体制 モ デ ル 事業､ ニ ー ズ に対す る支援

【問題お よび目的】

文部科学省は､ 平成 15 年 から全国の 都道府県教育委

員会に委嘱して ｢特別支援教育推進体制 モ デ ル事業｣ を

展開してきて い る｡ 文部科学省初等中等教育局特別支援

教育課は､ 平成 15 ･ 1 6 年 9 月 1 日現在の 小 ･ 中学校に

おける L D ･ A D H D ･ 高機能自閉症等の児童生徒 へ の教

育支援に関する体制整備状況調査に つ い て報告し､ ①校

内委員会の設置状況､ ②L D ･ A D H D ･ 高 機能自閉症等

に つ い て の実態把握の実施状況､ ③特別支援教育 コ
ー デ ィ

ネ
ー

タ
ー

の 指名状況､ ④個別の 指導計画の作成状況､ ⑤

個別の教育支援計画の作成状況､ ⑥巡回相談員の活用状

況､ ⑦専門家チ
ー ム の 活用状況を調 べ ､ モ デ ル地域内外の

学校における取り組みに つ いて比較して ､ その 成果を明ら

か にした｡ こ の結果を受けて ､ 中央教育審議会初等中等

教育分科会特別支援教育特別委員会などで は今後の特別

支援教育のより
一

層の推進に向けて議論を展開してきて い

る｡ この ように､ 制度の確立の ような -
ー

ド面 に関する行

政上の取り組みも重要で はあるが､ モ デ ル 事業を実施して

いる地域による実践の成果や課題の整理 の ような ソ フ ト面

に関する検証を行うことが､ ニ
ー ズの あ る児童生徒に対す

る支援をより効果的なものとするためには重要である｡

大槻 (20 0 5) は､ こ の ような特別支援教育における宮城

県の取り組みを概観した上で ､ 支援体制の構築の成果と し

て ､ ①L D ･ A D H D ･ 高機能自閉症等の 理解と支援体制

構築が着実にすすん で い る こと
､ ②教職員の意識が ｢特殊

教育から特別支援教育｣ へ と転換し､ 児童生徒 へ の支援

が適切に行われ つ つ ある こと､ ③行政諸機関の連携協力に

よる 一

貫 した支援体制整備が始ま っ て きて い る こ と､ ④各

種団体や組織が発達障害者 へ の望ましい支援と特別支援

教育の推進に向けて様 々な提言と活動を進めて いる こと ､

⑤ ｢ 発達障害者支援法｣ が施行されるなど､ 発達障害者

へ の支援を行う気運が高ま っ て きて い る こ とを挙げた｡
一

方 ､ 今後 の課題とし て は､ ① L D ･ A D H D ･ 高機能自閉

症等の児童生徒等 へ の校内支援体制は有効に機能 して い

るかを点検､ 評価する必要がある こと ､ ②L D ･ A D H D ･

高機能自閉症等 へ の 理解 ･ 啓発と教職員の意識改革は数

年前と比較すると急速に進んで い るもの の ､ ま だ十分で は

なく､ 保護者や地域社会 へ の啓発も不十分である こと､ ③

後期中等教育改革と就労支援が適切になされるための ､ 連

携協力体制を構築する必要がある こと､ ④教育行政機関

が人的､ 物的な支援が適切になされるような計画を立案し､

研修 にも力を注ぐ必要があることを挙げて いる｡

本研究にお い て は､ 三重県内の小学校に おける特別支

援教育の支援体制構築の状況に関する教師の 意識 ､ 特別

支援教育における ニ ー ズの ある児童の実態およびそれ に対

する支援の現状に つ い て検討し､ 現段階に おける特別支

援教育推進体制 モ デ ル事業の成果と課題を考察する こと

を目的とし､ 小学校教師を対象に質問紙調査を実施した｡

【方 法】

被験者 : 三重県 Ⅹ 市の 2 つ の 中学校区 9 小学校の 教師｡

モ デ ル 事業を実施 した小学校 4 校 の教師 ( 以下､ モ デ ル

I) 三 重大学教育学部 / 椙 山女学園大学人間関係学部 [ 平成 1 8 年 4 月 よ り] n i sh id e @ h s . s u giy a m a - u . a c .j p

2) 三重大学教育学部附属養護学校 n u n o m o t o @ f u z o k u , e d u . m i e - u . a c ,jp
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西出 弓枝 ･ 布本 肇

校群) 6 7 名 と モ デ ル事業を実施しな か っ た小学校 5 校

の 教師 (以下､ 非 モ デ ル 校群) 6 8 名｡ 回収率は 96 .
3 %

で あり ､ 有効回答数は､ モ デ ル 校群 6 5 名､ 非 モ デ ル校

群 65 名 で あ っ た｡

調査期間 : 20 0 4 年 12 月
- 1 月

手続き : 各校 に調査用紙を必要部数配布し､ 回答後の調

査用紙を後日回収した｡

調査内容 : (1) 特別支援教育に 関する意識は､ 全教師を

対象に ､
そ の 必要性､ 推進役､ 必要条件を問う項目を独

自に作成した｡ 全教師に実施｡ (2) 特別支援教育 コ
ー

デ ィ

ネ ー タ ー を対象に ､ 校務分掌､ 校内で の特別支援教育に

関わる活動状況を問う項目を独自に作成した｡ (3) 児童

の実態調査に 関し て は､ 通常学級担任を対象に ､ 文部科

学省 ｢特別支援教育の在り方に関する調査研究協力者会

議｣ に よる ｢通常の学級に在籍する特別な支援を必要と

する児童生徒に 関する全国実態調査｣ の項目を用い た｡

ま た､ 対象となる児童に つ い て ､ 保護者や関係機関との

連携の状況､ 支援 に必要な条件､ ニ
ー ズ に対する支援を

問う項目を独自に作成した｡

【結果と考察】

1 . 特別支援教育 へ の取り組み に関する教師の 意識

(1) 特別支援教育に関する学校の取り組み

特別支援教育に関する学校の取り組み に つ い て ､ 教

師の認識を モ デ ル校群､ 非 モ デ ル校群で比較したと こ

ろ､ 表 1 の よう な結果と な っ た ｡

表 1 . 特別 支援教育 へ の取 り組みに関する教師の認識

十分にしている 少 し して い る し て い な い

モ デ ル 校 群 3 8 2 7 0

非モ デ ル 校群 5 4 0 16

取 り組み の 程度 (3) × 学校群 (2) の x
2

検定を行 っ

た と こ ろ､ x
2

( 2) - 4 3 . 7 6 ( P ( . 0 1) と なり､ モ デ

ル 校群で ､ 特別支援教育に関する必要な取り組みが行

われ て い る の に対し､ 非 モ デ ル 校群で はどち らかと い

うと取り組みが行われ て い な い と認識 して い る教師が

多く認め られた｡ 学校 で 取り組みを行 っ て い な い と認

識する理由と して は､ ｢ 教育委員会か ら方向性が示さ

れ て い な い｣ (6 名) ､ ｢ 何 をして い い の かわか ら な い｣

(6 名) ､ ｢ 学校と し て 取り組む方向に な い｣ ( 3 名) ､

｢ 対象となる児童がい な い｣ (2 名) ､ ｢ 忙 しく て 手が 回

らな い｣ (2 名) が挙げられ て い た｡

ま た､ 特別支援教育を進めて い く の に必要な条件は､

｢ 人的環境の 整備｣ が も っ と も高く ､ 次 い で ｢ 校内支

援体制の確立｣ ､ 他 に は ｢ 保護者と の 連携｣ ｢ 各学級担

任の特別支援教育に かかわる専門性の 向上｣ が続 い た

(表 2) ｡

表 2 . 特別支援教育を進め る た め の 必要条件

項 目
1 位 に選ばれ

た 件数

人的環境の 整備

(特別支援教育専任教員 の 配置な ど)

校 内支援体制の 確立

保護者 と の 連携

各学級担任 の 特別支援教育 に 関わ る専門性の

向上

障害 に か か わ る専門的な知識

子 どもの ニ
-

ズ を正 確に把握する力量

関係機関と の 連携

コ
ー

デ ィ ネ
ー

タ
ー

の 資質 の 向上

物的環境 の 整備 ( リ ソ ー ス ル ー ム の設置な ど)

管理 職 の 特別支援教育 に対する 理解

63

2 6

9

6

3

4

0

3

0

3

( 2) 特別支援教育の必要性

表 3 は特別支援教育の必要性に関する教師の 意識を

モ デ ル校群､ 非 モ デ ル校群で比較したもの で ある｡

表 3 . 特別支援教育 の必要性 に対する教師 の意識

か な りあ る 少 し あ る あ まり な い

モ デ ル 校 群 5 2 8 2

非 モ デ ル 校群 4 0 14 0

x
2

検定 の結果､ モ デ ル 校群と非 モ デ ル校群に 特別

支援教育推進の 必要性に関する教師の意識に相違は認

め られなか っ た｡

(3) 特別支援教育の推進役

表 4 に特別支援教育の 中JL ､的な推進役に関する教師

の意識を記す｡

表 4 . 特別支援教育 の中心的な推進役 に関す る教師 の意識

管 理 職 コ -

ディネ
-

タ
一 障害児学級担任 該当学級担任 そ の 他 未 回 答

モ デ ル 校 群 6 4 4 8 16 2 4

非 モ デ ル 校群 9 3 8 1 7 12 1 9

合 計 15 8 2 2 5 2 8 3 1 3
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特別支援教育に関わる教師の意識および児童の実態と ニ
ー ズ に対する支援に つ い て

モ デ ル校群で は､ 特別支援教育 コ
ー

デ ィ ネ ー タ ー

､

該 当学級担任､ 障害児学級担任､ 管理職の 順 に ､ 非 モ

デ ル校群で は特別支援教育 コ ー

デ ィ ネ ー タ ー

､ 障害児

学級担任､ 該当学級担任 ､ 管理職の順に選択されたが､

x
2

検定 の結果､ 学校群 に よ る相違は認 められ なか っ

た｡

2 . 特 別支援教育 コ ー

デ ィ ネ ー タ ー

の 配 置と活動

(1) 特別支援教育 コ ー

デ ィ ネ ー タ ー

の 配置状況

特別支援教育 コ ー

デ ィ ネ ー タ ー は モ デ ル 校群 で は 4

校す べ て に 配置され て い たが
､ 非 モ デ ル校群で は 5 校

中 の 2 校 に配置され て い た に すぎな い ｡ コ
ー

デ ィ ネ ー

タ ー

の 平均年齢は約 4 5 歳 ( 39 歳 - 5 4 歳) で ､ 中堅か

ら ベ テ ラ ン層が配置され て い た｡ コ
ー

デ ィ ネ
ー

タ ー の

校務分掌は､ 6 名 の う ち 5 名が ､ 障害児学級担任､ 障

害児教育に関わる T T ､ 通級指導教室担当と､ 障害児

教育に関与して い る教師で あ っ た｡ ま た､ 残 り の 1 名

も過去 に通級指導教室担当の経験がある者で あり､ 障

害児教育の 専門性を有する教師が特別支援教育 コ ー

デ ィ

ネ ー タ ー と して 配置されたもの と理解される｡

(2) 特別支援教育 コ
ー

デ ィ ネ
ー

タ ー の 活動

特別支援教育 コ
ー

デ ィ ネ
ー

タ
ー

自身 の判断に よる､

コ
ー

デ ィ ネ ー

タ
ー と し て の 取り組み に つ い て は､ モ デ

ル 校群 で は ｢ だ い た い で き て い る｣ (2 名) ､ ｢ あま り

で き て い な い｣ (2 名) と評価さ れ た の に対 し て ､ 非

モ デ ル校群で は ｢ あ まり で き て い な い｣ (2 名) と評

価され て い た｡ そ し て ､ 取 り組みが進ん で い な い背景

と して
､
｢ コ ー

デ ィ ネ ー タ ー の 仕事が明確化さ れ て い

な い｣ ｢ コ
ー

デ ィ ネ
ー

タ ー の 必要性の共通理解が な い｣

｢ 他の 公務分掌に よる多忙｣ ｢ 学校とし て取り組む方向

に な い｣ と い う理由が挙げられた｡

特別支援教育 コ
ー

デ ィ ネ ー タ ー

に は､ そ の学校にお

ける支援を必要とする子どもの情報の整理 ､ そ の担任

の 心理的サ ポ ー ト
､ 関係機関との連携､ 校内研修会の

企画運営など多くの 業務を行うこ とが期待され て い る｡

こ の よう な取り組みが円滑に行われ るため に は､ 特別

支援教育 コ ー

デ ィ ネ ー タ ー

に 任命され た教師の 個人的

な努力の みな らず､ 管 理職や校内委員会の メ ン バ ー ら

と協力し て ､ 校内 で の位置づ けを明確 に したり､ 校内

で の協力体制を っ く っ て い っ たりする ことが重要で あ

ると理解され た｡

(3) 特別支援教育 コ ー

デ ィ ネ ー タ ー

の 相談相手

特別支援教育 コ ー

デ ィ ネ ー タ ー が相談する相手を モ

デ ル校群 ､ 非 モ デ ル校群で比較したもの を表 5 に示 し

た｡

表 5 .
コ

ー

デ ィ ネ
ー

タ
ー

の 相談相手

相 談 相 手 モ デ ル 校群 非 モ デフレ校群

巡 回教育 相談 員 9

同 学 年 の 教 師 2 3

管 理 職 1 2

養 護 教 諭 1

コ
ー

デ ィ ネ
ー

タ
ー

l

教 務 ･ T T

そ の 他 1

モ デ ル 校群 で は､ 巡回相談員に 対する相談が 9 件

(60 % ) を占め て おり､ 次 い で同じ学年の 教師が 2 件

( 13 % ) で あ っ た｡ こ れ に対 して ､ 非 モ デ ル校群で は､

同じ学年の 教師が 3 件 (3 3 % ) で あ り ､ 管理 職 2 件

(22 % ) ､ 教務 ･ T T 2 件 (2 2 % ) と な っ て い た ｡ モ デ

ル 校群 で は専門的知識や経験を有する巡回相談員 へ の

相談の割合が高くな っ て い る こ とを の ぞ い て は
､
モ デ

ル 校群一非 モ デ ル校群で は差が認められなか っ た｡

予算的な措置が十分で はな い状況に お い て特別支援

教育の モ デ ル事業が展開され るなか で ､ ｢ 専門的な知

識や経験を有する相談対象を得るこ とは必須の条件で

あ る｣ と言われるよう に ､ 巡回相談員や ス
ー パ ー バ イ

ザ ー な ど の専門家に よる相談機会を ど の よう に確保し

て い くか と い う ことが､ 今後地域の 教育委員会とし て

の課題で ある こ とが示唆される｡

(4) 特別支援教育の校内体制の整備状況

特別支援教育の校内体制に関 して は､ 表 6 に 個別 の

指導計画作成
･ ケ ー ス 会議 の実施 ･ 校内委員会 へ の事

例の報告の状況を学校群別に示した｡

校内に おける取り組み に関し て は､ 全体的に は非 モ

デ ル校群より モ デ ル 校群の 割合が高い印象があ っ たが､

x
2

検定 の結果統計的な有意差は認め られ なか っ た｡

個別 の指導計画の 作成 に つ い て は､ 全体 で も 2 割弱

表 6 . 個別 の指導計画作成 ･

ケ
ー

ス 会議の 実施 ･ 校内委員会 へ の 事例 の報告 の状沢

モ デ ル 校群 非 モ デ ル校 群 全 体 三 重 県

個別 の 指導計画 の 作成 6 (2 6 . 1 % )

ケ
ー ス 会議 の 実 施 9 ( 3 9 . 1 % )

校内委員会 へ の 事 例 の 報告 1 9 ( 8 2 . 6 % )

1 ( 7 . 2 % ) 7 (1 8 . 9 % ) 2 0
.
0 0 % *

5 (3 5 . 7 % ) 1 4 (3 7 . 8 % )

6 (4 2 . 9 % ) 2 5 ( 6 7 . 6 % )

* 2 0 04 年 9 月 現在
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と い う結果に な っ て お り､ 特別な ニ ー ズ が あると認め

られた児童の 1 / 5 程度しか作成され て は い な い 現状

に ある ことが わか る｡ 個別 の支援計画は養護学校に お

い て は各児童生徒に対し て作成が義務付けられ て は い

るも の の ､ 通常 の学校で はそ の方向性が示されたと い

う状況で あり､ その 端緒に つ い たばか り で あると い う

現状が理解される｡ この よ うな傾向は､ 三 重県全体の

取り組み状況と比較して も同じような割合とな っ て い る｡

ケ ー ス 会議 に つ い て は､ 学校群別 にかか わらず約 3

- 4 割 で 1 - 3 名の子どもに つ い て実施され て い た ｡
一

方 ､ ケ ー ス 会議を全く行 っ て い な い学校も認められた｡

校内委員会 へ の事例の 報告に関して は､ モ デ ル校群

の 約 8 割の事例が行われ て い た の に対し､ 非 モ デ ル校

群で は4 割 の事例しか報告され て お らず､ 担任教師と

コ
ー デ ィ ネ ー タ ー

の 個人的な取り組みの なか で行われ

て い る事例が半数以上で ある ことがわかる｡ 今後 モ デ

ル事業が展開されれば､ 状況が変わる ことが考えられ

るが､ こ の よ うな結果から事業とし て取り組むか どう

か に よ っ て ､ ニ ー ズ の あ る子どもに対し て支援体制が

構築されるか どうか に影響を及ぼし て い る こ とが理解

される｡ こ の よ うな結果は､ 特別支援教育が校内で ど

の ような課題として 取り上げられ て い る の か と い う こ

とと密接に関連して い るもの と推察され る｡

ま た､ 保護者や関係機関との連携に関する教師の認

識に つ い て 学校群別に表 7 ､ 8 に 示 した｡

表 7 . 保護者 と の連携

モ デ ル 校群 非 モ デ ル 校群

連 携 し て い る 13 7

連 携 し て い な い 10 7

表 8 . 関係機関 との 連携

モ デ ル 校群 非 モ デ ル 校群

連 携 し て い る 9 1

連 携 し て い な い 1 4 1 3

連携 の有無 (2) × 学校群 (2) の x
2

検定 の 結果 ､

保護者と の連携は相違が認められなか っ たが ( x
2

( 1)

-

.
1 5

,
n

.
s
. ) ､ 関係機関と の連携 に つ い て は､ 学校群

に よる差が認められ ( x
2

( 1) - 4
.
3 1 ､ P < .

0 5) ､ モ

デ ル 校群 にお い て 連携が進ん で い る こ とが示唆された｡

特別支援教育にお い て ､ 児童 の支援に関連して保護

者と連携をと る こと は重要な課題と認識され て おり､

ま た､ 保護者の 抵抗が強い場合に はそ の困難さが指摘

され て い る ｡ 定期的に懇談会や家庭訪問の 機会をも っ

た り ､ 日常的に は連絡帳を交換したりするなど､ 児童

の 様子に つ い て積極的に 意見交換を求める教師の 姿勢

は､ 保護者と の連携に お い て必要な条件で ある｡ しか

しながら､ 保護者の なか に は子 どもに特別な ニ
ー ズ が

あると い う認識をも っ て い なか っ たり､ ク ラ ス の多数

の児童に は行われな い個別の支援を行う こと に拒否的

な構えを示したりする場合が あり､ 連携をうまく進め

る ことが困難だと感じる場合も少なくはな い ｡ 保護者

と連携する ことが期待され る場合で も､ 児童と保護者

の受けとめを的確に判断し､ 事 を性急に進めようとし

な い こ とも必要に なる｡

関係機関との連携は､ モ デ ル 校群 で約 4 割､ 非 モ デ

ル校群で はわずか 1 例の み (7 % ) が行 っ て い ると評

価して おり､ 全体と し て は低率とな っ て い た｡ 教師は

関係機関と の連携の必要性を感じなが らも､ 忙 し い 日

常の 教育活動の なか に関係機関との 連携をうまく位置

づ ける ことが難し いと い う状況に ある ことが示唆され

た｡ しか しなが ら､ モ デ ル 校群で は連携の割合が高い

ことから､ モ デ ル 事業を展開するなか で ､ 専門機関と

の連携をも つ必要性が認識され て き て い る こ とが窺わ

れる｡ 関係機関とし て は､ 児童相談所が最も多く ( 6

件) ､ 他 に医療機関や教育委員会が挙げられ て い た｡

3 . 特別な ニ
ー ズ の ある児童の実態と教師による支援

(1) 特別な ニ
ー ズ の あ る児童の実態

特別な ニ
ー ズ の あ る児童の実態に 関し て ､ ｢ 学習面

または行動面で著し い困難を示す｣ 児童で あると教師

に よ っ て判断された児童は 3 7 名 で あり ､ ス ク リ
ー

ニ

ン グ テ ス ト の結果著しい困難があると判断され た児童

は 2 7 名で あ っ た｡ 今回調査対象と な っ た 9 つ の 小学

校に在籍する児童は 2 ,3 0 1 名 で あり､ 1 .
2 % の 出現率

で あ っ た｡

文部科学省特別支援教育の 在り方に 関する調査研究

協力者会議 (20 0 4) で は､ 児童生徒の 6 . 3 % に 著し い

困難があるとされ て い たが､ 今回の調査で はそれより

は低率で あ っ た｡ 今回の調査 は､ 調査 へ の協力に関し

て拘束力の な い状況で実施されたため､ 文科省の調査

より低率とな っ て い る こ とが推察される｡

特別な ニ
ー ズ の あ る児童の なか で約 9 割 の児童に関

し て は､ 特別支援教育 コ
ー

デ ィ ネ
ー タ ー と情報が共有

され て おり､ 担任教師が児童 へ の支援教育に関し て問

題を
一

人 で抱え込ん で しま っ て い るケ
ー

ス は はとん ど

認められなか っ た｡ し か しながら､ 1 6 % の 児童 に関し

て は､ 担任教師が ｢相談する相手が い な い｣ と認識し

て おり､ ニ ー ズ の あ る児童の存在は報告され て い るも

の の ､ 具体的な支援に つ い て 相談する ことが で きな い

状況で ある場合も認められ た｡

(2) 児童 の ニ
ー ズと教師の 支援との 関係

児童の ニ ー ズと教師の支援との 関連を調 べ るために ､

学習面 ･ 行動面 に関する児童の ニ ー ズ と､ 教師が行 っ

- 10 -



特別支援教育に 関わる教師の意識および児童の実態と ニ
ー

ズ に 対する支援に つ い て

表9 . 児童の 実態 とそ の 支援に関わる相関 (学習面)

< 学 習面> 聞 く 話 す 読 む 書 く 計算す る 推論す る

相関係数 o . 5 5
* * 0 . 1 1 0

.
6 7 * * 0

.
4 1 0

.
4 1 * 0 . 4 7

* *

"
: p < .

0 1 ～
: p < .
0 5

表 10 . 児童 の実態 とその支援 に関わる相関 (行動面)

行動面 不注意 多動 ･ 衝動性 こ だ わ り コミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン 対人関係

相関係数 o . 5 4 * * 0
.
5 5 * * 0 . 4 1 0

.
4 8 0

.
5 4 事

* *
: p < .

0 1 辛
: p < . 0 5

表11 . 支援 ス タ イ ル の 比較 (学習面)

支援 ス タイ ル 領 域 支 援 方 法

視 覚

聞 く

話 す

書 く

計算す る

推論 す る

そ の 他

話 だ けで なく､ で き るだ け視覚的な情報を合わ せ て 提供 した 1
.
9

話 が しや すい よ う に 台本 や マ ニ ュ ア ル を作 つ た 1
.
43

漢字 に ふ り が な を つ け た 1
.
7 1

単語 ごと丸 で囲ん だ 1
. 5

拡大 し た教材 を準備 し た 1 . 18

文 の 先頭 に印を付 け た り､ 行 ご と に ア ン ダ ー

ライ ン を引 い たり し た 1 . 4 3

書く前 に ノ ー ト に薄く書 い て なぞ らせ る よう に した 1 . 5 9

マ ス 目を大きく した ノ ー

トを使 つ た l
.
3 8

絵を描 い て説明 した 2
.
13

計算 の 手順を書 い た もの を用意 し掲示 した 1
.
53

筆算 で は位 が意識 でき るよ う な用紙を使 つ た 1
.
77

思考 の 流 れ が わ か る よ うな 図や絵を示 した 1
.
9

工 程 の ある活動 で は作業 の 手順表を使 つ た 1
.
5 9

板書 と同 じ もの を用意 しノ ー トの 桟 に お い て書く ように した 1
. 2 8

平 均 1
. 5 9

聴 覚

聞 く

話 す

書 く

推論 す る

そ の 他

し つ か り聞く よ う に､ 声 を掛 け た 2 . 5 9

わ か るまで 何度も繰り返 し話 し た 2 . 3 1

短くわ か りや す い 文章で ゆ つ くり話 した 2 . 2 4

ゆ つ く り話すよ う に
､
声を掛けた 2

.
0 4

話 の 流 れをわ か りや すく解説した 2
.
2 6

足 りな い 言葉を補うよ う に した 2
.
2 6

し つ か り書く ように､ 声 を掛けた 2
.
2 8

漢字 は見て 書くだけで なく､ ｢ 槙 . 縦 . 桟で 『土』｣ ､ ｢ 山と石で 『岩』｣ など言語化 した 1 . 8 1

よく考 え る よ う に声を掛けた 2 . 0 7

問題文を支援者が読ん だ 2 . 1

口答試験を導入 し た 1 . 5 3

平 均 2 . 1 4

て い る支援に関して ､ ピ ア ソ ン の 積率相関係数を算出

したと こ ろ､ 表 9 ､ 1 0 の よ うな結果とな っ た｡

学習面で の ｢ 話す｣ こ と の 困難に対する支援に 関し

て は､ 困難 の大きさと支援との 間に は関連が認め られ

なか っ た も の の ､ 他 の ニ
ー ズ に関する支援に お い て は

中程度の相関が認められた｡ ｢ 書く｣ ｢ こ だ わり｣ ｢ コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン｣ で は有意で はなか っ たが ､ 今回 の

調査で見い だされ た ニ
ー

ズ の あ る児童数が少なく､ 調

査規模を大きくして ､ 再度検討する ことが必要で ある｡

こ の 結果か ら､ 学習面 ･

行動面それぞれ に関して ､

お お むね児童の実態に応 じた支援がなされ て い る こ と

が示唆された｡

(3) 支援 ス タイ ル に よる検討

学習面に対する支援に つ い て ､ 各支援方法を入力方

法毎の分類を試み た｡ 具体的に は､ 支援 ス タイ ル を

- l l
-
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｢ 聴覚 ス タイ ル｣ と ｢ 視覚 ス タイ ル｣ の 2 つ の カ テ ゴ

リ ー に 分類したと ころ表 1 1 の よ う に な っ た｡

支援 に つ い て は､ ｢ しな か っ た(1)｣ ｢ 時々 した(2)｣

｢ い っ も した(3)｣ の 三件法で回答された得点を平均し

たと こ ろ､ 学習面に おける支援は､ 視覚支援 : 1 .
5 9

､

聴覚支援 : 2 .
1 4 で 聴覚支援が主 に行わ れ て い た ｡ 行

動面に おける支援も､ 視覚支援 : 1 .
4 5 ､ 聴 覚支援 :

2 .
1 3 と な り､ 学習面と同様な傾向を示して い た｡

認知 ス タイ ル に合わせた支援が最も効果的で ある こ

とを考えると､ 今回の結果は聴覚優位で ある児童に は

効果的で あるもの の ､ 視覚優位の児童に は有効な支援

に なりえ て い るかどうか疑問が残ると ころ で ある｡ 特

に ､ 軽度発達障害の児童の なか で も自閉症 ス ペ ク ト ラ

ム の場合､ 視覚優位の認知 ス タイ ル で ある ことが多い

ため､ 積極的に視覚 ス タイ ル の支援を行う ことが期待

される｡

今回の調査に お い て は､ 特別な ニ
ー ズ の あ る児童の

認知 ス タイ ル に つ い て は測定して い な い ため ､ 特別な

ニ ー ズ の あ る児童に対する教師に よる支援に つ い て包

括的に論じる こと しか で きな い が ､ 今回の 調査にお い

て 見出されたよう に ､ 教育現場にお ける支援は､ どち

らかとう い うと聴覚 ス タイ ル の 支援が多い もの と推察

される｡ そ の 理由は､ 聴覚支援は事前の 準備を有しな

い こ とが多く､ そ の 場で 必要に応じて 行 いやすい の に

対して ､ 視覚的な支援は､ ｢ 絵 カ
ー

ド｣ や ｢ ス ケ ジ ュ
ー

ル 表｣ ､ ｢ そ の 児童に合 っ た教材｣ などを利用しよう と

する場合､ 事前 に準備する必要性が ある こ とが挙げら

れ よう ｡ ま た､ 教師 に視覚的な支援の有効性が理解さ

れ て い な い と い う こ と も理由の
一

つ に 挙げられ よう ｡

今後､ 特別支援教育が展開するなか で ､ 特別な
ニ ー ズ

を有する児童生徒の認知 ス タイ ル の特徴と､ それ に応

じた支援の 有効性に つ い て 教育啓蒙的な研修機会が も

たれ るよう に なれ ば､ 支援を行う側の動機づ けや達成

感も高ま るもの と理解され る｡

【まと め】

特別支援教育は､ その 方向性が示され て から モ デ ル事

業にお い て 取り組みが始ま っ た状況で あり､ 多く の学校

で その 方向性を模索して い ると ころ で ある｡ 今後､ 特別

支援教育をより効果的に進め て いくため に ､ 校内支援体

制の シ ス テ ム を整備する ことは急務で ある｡

本研究にお い て ､ モ デ ル 事業を展開して い る学校とま

だ取り組みを行 っ て い な い学校で は､ 校内で の取り組み

に差異が認められ たが ､ こ れ は モ デ ル事業が拡大される

に ともな っ て ､ 校内支援体制は充実してく るも の と期待

される｡ 特別支援教育 コ
ー デ ィ ネ ー タ ー の 意識 に は モ デ

ル事業の 取り組み如何で は差異が認められなか っ た が､

校内 で の コ
ー デ ィ ネ ー タ ー

の 位置 づ けを明確に し､ そ の

役割に つ い て校内で合意を得る ことが重視され て おり､

そ の ような校内体制の なか で教師同士､ 保護者や専門機

関との連携を円滑に進める ことが可能に なる ことが示唆

された｡ さ ら に ､ 巡回相談員は専門家が授業参観や必要

なア セ ス メ ン ト を行 っ た上 で ニ ー ズ の あ る児童の現状に

即した助言を行えると い う点で モ デ ル事業に お い て は相

談相手とし て重要な位置を占めて おり､ 今後そ の充実と

学校に おける活用が期待される｡

特別な ニ
ー ズ の あ る児童に対する支援は､ 現状 で はお

おむね ニ ー ズ に 応じ て行われ て い ると い う結果が得られ

た｡ さ ら に ､ ど の ような支援 ス タイ ル が用 い られ て い る

かを検討したと ころ､ 聴覚支援が多く用い られ て い る こ

とがわか っ た｡ 今後､ 児童 の認知 ス タイ ル などを把握し

た上で ､ 優位な能力を媒介すると い う形で支援を決定す

る ことな どが期待される｡ 特別支援教育に お い て ､ 教育

上の ニ
ー

ズ の あ る児童が学校で過 ごしやすく､ 課題 に取

り組みやすくするため の支援に つ い て ､ 教師がたゆまず

検討を行う こと は､ そ の展開に必要不可欠な条件で あろ

う｡
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